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申請等取次者の方へ ～交付予約システムの利用案内～ 

 

ご利用前に必ずお読みください。 

 

１ 予約の対象となる申請及び結果の交付を受けることができる方 

（１）予約による結果受取の対象となる申請 

ア 名古屋出入国在留管理局の２階審査窓口において申請を受け付けた下記①～⑥に掲

げる申請のうち、通知書（ハガキ）に記載された交付窓口が『２階７番窓口』となって

いるもの。（申請人本人の出頭について明示されているものを除きます。） 

①在留資格変更許可申請 

②在留期間更新許可申請 

③永住許可申請 

④在留資格取得許可申請（出生のみ） 

⑤資格外活動許可申請 

⑥就労資格証明書交付申請 

※①～④の申請と同時に提出された漢字併記等の処理も含みます。 

イ 在留申請オンラインシステムを利用して行われた下記に掲げる申請で、結果の受取方

法を『窓口』とし、かつ、受領官署が『名古屋出入国在留管理局』となっているもの。 

①在留資格変更許可申請 

②在留期間更新許可申請 

③在留資格取得許可申請（出生のみ） 

④就労資格証明書交付申請 

※①～④の申請と同時に申請された漢字併記等の処理も含みます。 

（注１）在留申請オンラインシステムによる各申請、在留資格認定証明書交付申請、再入国

許可申請、住居地以外の在留カード記載事項の変更届出・有効期間更新申請・紛失等

による再発行申請等については、本システムの対象外です。 

（注２）通知書（ハガキ）に記載のある必要書類を持参していただく必要があります。持参

が無い場合や、不備のある場合は予約をしていただいても交付ができない場合があり

ますのでご留意願います。 

（注３）オンライン申請の場合はメールに記載されているものを持参願います。 

なお、「申請等取次者証明書」又は「届出済証明書」は、『来庁される方の身分を証

する書類』とみなします。（いずれも有効なものに限る） 

（２）予約による結果受取ができる方 

ア 申請等取次者として当該申請の申請書を提出した方。 

又は、申請等取次者として在留申請オンラインシステムを利用し前記（１）イに該当す

る申請を行った方。 

イ 受入れ機関等の申請等取次者が申請書を提出し、同じ機関に所属する別の申請等取次

者が在留カードの受領のみを取り次ぐ場合。 

（窓口で受領証の提出が必要です。） 

ウ 受入れ機関等の申請等取次者が受領のみを取り次ぐ場合（上記イに該当する場合を除

く。）は、依頼書（申請人の署名が必要です。）をお持ちください。 

（例：申請は外国人本人が行い、受領を申請人の所属する受入れ機関等の申請等取次者

が行う場合） 
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エ 届出済証明書の交付を受けた行政書士・弁護士の方で、申請書を提出した方とは別の

方が在留カードの受領のみを取り次ぐ場合。 

（依頼書（申請人の署名が必要です。）をお持ちください。） 

≪依頼書及び受領証のダウンロードはこちら≫ 

法務省 HP（申請と在留カードの受領を別々の方が行う場合について） 

Https://www.moj.go.jp/isa/applications/guide/nyuukokukanri07_00252.html 

なお、いずれの場合においても、結果の受取時に、「申請等取次者証明書」又は「届出済

証明書」が有効である必要があります。 

 

２ 本システムの利用登録等について 

（１）本システムから送信されるメール認証に係るメールに添付したリンクの有効時間は１時

間です。 

（２）迷惑メール対策などでドメイン指定受信を設定されている方は、以下ドメインを受信で

きるよう設定してください。 

「@immi-cardyoyaku.moj.go.jp」 

（３）メールの受信を拒否している方は、設定を解除又は、以下のメールアドレスを受信でき

るよう設定してください。 

「admin@immi-cardyoyaku.moj.go.jp」 

（４）予約システム導入局における利用登録は一人につき一つのアカウントとし、名古屋局利

用登録において複数のメールアドレスで複数の登録を行うことはご遠慮ください。 

※利用登録する予約システム導入局ごとにメールアドレスを変える事は支障ありません。 

（５）誤った内容で利用者登録を行った場合は、名古屋出入国在留管理局審査管理部門 

０５７０－０５２２５９（部署番号１１０＃） 

へ連絡願います。 

   一旦利用者登録を削除しますので、その後新たに利用者登録をお願いします。 

 

３ 予約日時の入力等について 

（１）「予約希望日時選択・氏名等の入力」欄のカレンダーに表示された下線のある開庁日の中

から受取日の選択が可能です。 

（２）利用者一人（１アカウント）につき、 

・予約可能枠数 １０枠 

・予約可能件数 ９９件 

がそれぞれ上限となります。 

【利用者の予約状況で予約が締め切りとなる例： 

・予約日①３０件、予約日②３０件、予約日③４０件の合計１００件を予約しよう 

とした場合 

→予約しようとする件数が１００件となるため、予約日③については３９件ま

でしか入力できません。 

・予約日①～⑩までそれぞれ５件、合計５０件分の入力をした場合 

→予約枠数が１０枠となるためそれ以上の入力ができません。】 

注１：予約者一人あたりの一日の予約枠は１枠でお願いします。 

注２：システム的に、予約日時を経過した後、予約枠数、予約件数等がリセットされ

るまでタイムラグがありますのでご了承願います。（時間を置いてから新たな予

約の入力をお願いします。） 

（３）予約可能日時時刻については、原則、 
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・土日等の閉庁日前後 

・ゴールデンウィーク期間 

・お盆の休暇期間 

・年末年始休暇期間前後 

等の混雑が予想される日を除く午前１０時と午後２時の１日２枠となります。 

１枠あたりの予約最大件数は６０件、予約者数は３人までです。 

※上記以外に多くの来庁者見込まれる日は１枠あたりの予約件数を変更して運用する

場合があります。 

【同じ枠内で予約が締め切りとなる例： 

・予約者①３０件、予約者②１０件、予約者③１０件の合計５０件となる場合 

→同一枠内で予約者が３名となるため予約を締め切ります 

・予約者①４０件、予約者②２０件の合計６０件となる場合 

→同一枠内で予約件数が６０件となるため予約を締め切ります】 

（４）複数の「申請等取次者証明書」又は「届出済証明書」をお持ちの方、例えば、 

・A 社と B 社、異なる所属機関の「申請等取次者証明書」をそれぞれお持ちの方 

・「申請等取次者証明書」と「届出済証明書」をお持ちの行政書士の方 

で、それぞれ取り次いだ申請について同時に結果の受取りを行う場合、同じ予約枠で入力

し、結果受取時にそれぞれの「申請等取次者証明書」又は「届出済証明書」を窓口で提示

してください。 

 

４ 【重要】予約時の申請番号等入力方法 

 オンライン申請を受取予約の対象としたことで、申請番号の入力方法について次のとおり

整理します。 

（１） 窓口における申請の場合 

『申請受付票』の右上に記載してある申請番号をから、 

 （例：名労一 Ｅ ２５－Ｎ９００１０） 

①申請官署欄：プルダウンリストから選択 

名オン ： オンライン申請 

名労一 ： 就労審査第一部門（窓口申請） 

名労二 ： 就労審査第二部門（窓口申請） 

名永  ： 永住審査部門（窓口申請） 

名学  ： 留学審査部門（窓口申請） 

名短  ： 研修・短期滞在審査部門（窓口申請） 

名難  ： 難民調査部門（窓口申請） 

名難判 ： 難民審判部門（窓口申請） 

②申請種別欄：プルダウンリストから選択 

Ｅ ： 期間更新申請 

Ｃ ： 資格変更申請 

Ａ ： 資格取得申請 

Ｗ ： 就労資格証明書交付申請 

Ｏ ： 資格外活動許可申請 

③申請番号欄：受付番号末尾にある数字（例の場合９００１０）を直接入力。 

をそれぞれ入力する。 

※予約システム確認画面等での表示例：名労一Ｅ９００１０ 

（２）オンライン申請の場合 
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『審査完了メール』等に表示されている申請番号 

（例：名オンＣＪ２５００１２３４） 

①申請官署欄：プルダウンリストから「名オン」を選択 

②申請種別欄：プルダウンリストからメールにある申請番号の「名オン」の次の英字（例

の場合”Ｃ”）と同じものを選択（記（１）②に同じ区分） 

③申請番号欄：申請種別の次にある英字１文字と数次８文字をそのまま（例の場合Ｊ２

５００１２３４）入力。 

※予約システム確認画面等での表示例：名オンＣＪ２５００１２３４ 

 

５ 予約の変更・キャンセルについて 

（１）予約の変更・キャンセルの期限は、予約日前開庁日の 16 時 00 分までとなります。 

（２）予約の変更・キャンセル期限を過ぎて予約をキャンセルする場合又は予約日時に遅れる

場合は、キャンセルや遅刻となることが判明した時点で、予約日時の前までに、名古屋出

入国在留管理局審査管理部門までご連絡ください。 

キャンセル時の連絡先 

０５７０－０５２２５９（部署番号１１０＃） 

（３）予約の変更をする場合、最初に予約した件数の一部取消及び交付を受ける案件（申請番

号）の訂正が可能です。最初の予約件数を超える予約を新たに追加することはできません。 

 

６ 結果受取時について 

２階７番窓口において、上記１（２）に該当する方であることを確認させていただきます。 

この時に、 

・有効な「申請等取次者証明書」又は「届出済証明書」の提示 

・通知書（はがき）に提出資料の記載がある場合は当該資料の提出 

・記１（２）イ～エに該当する場合は受領書又は依頼書の提出 

・オンライン申請の場合は、同システムから配信される、 

『【在留申請オンラインシステム】審査完了に関するお知らせ』 

又は、 

『【在留申請オンラインシステム】在留カード・就労資格証明書受領方法の変更につい

てのお知らせ』 

に係るメールを確認させていただきますので、メールを印刷したものの提出か、スマー

トフォン等によるメール内容の提示 

をお願いします。 

結果受取予定の申請番号等の確認ができ次第、証印（在留カード発行）手続きを開始しま

す。審査結果の交付時までに手数料納付書（収入印紙貼付済み）をご用意ください。 

（２０２５年４月１日以降に申請された場合は、適用される手数料が改正されております

ので、ご注意ください。） 

※予約時刻までの来庁者数の待ち時間は影響しませんが、受取予定の件数等により交付ま

でに要する時間は変わります。 

 また、身体の不自由な方等配慮を必要とする方の手続を優先する場合がありますので、

ご協力をお願いします。 

 

７ その他 

（１）結果の受取り日時に申請人（法定代理人）が本邦内にいない場合（単純出国した場合や

再入国許可等により出国中の場合等）は結果の交付はできません。 
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（２）本システムの予約が完了しただけでは、在留諸申請に係る結果の交付自体が完了したこ

とにはなりません。名古屋出入国在留管理局に来庁の上、窓口で結果の交付を直接受ける

必要があります。 

※郵送による結果の交付を行うものではありません。 

郵送による結果の受取りを希望される場合は『在留申請オンラインシステム』をご利

用下さい。 

URL：https://www.moj.go.jp/isa/applications/online/onlineshinsei.html 

（３）必要書類の不備、結果の交付が可能な期間でない等の理由により、結果の交付を受けら

れない場合がありますので、ご了承願います。 

（４）原則として、予約された時間帯より遅れて来庁された場合は、本システムによる予約制

度を利用することができませんので、通常の窓口で手続していただくこととなります。 

（５）本システムを利用する上で、キャンセルすることなく予約日に来庁しなかった場合予約

のキャンセル期限を超えたキャンセルの回数が多い場合予約枠だけを確保しておくよう

な行為（予約可能日全日の予約を行い、直前になってキャンセルする等）等他の利用希望

者への影響が著しいと判断した場合は、次回以降の予約をお断りの上、一定期間システム

の利用を停止させていただく場合もございますので、あらかじめご了承ください。 

（６）本留意事項については、予告なしに変更することがありますので、本システムご利用の

際は必ず留意事項をご確認ください。 

                 以上 


